
 

 
- 1 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山本雅久会長 

皆さんこんにちは、本日は春を感じる

例会です。春といえば桜ですね、そし

て卒業の季節です。35 周年を迎え我

がクラブも 57 名になりもう少し多い

方がと思います、クラブ運営も順調に

いってると思います、。残り少ないですがもう少し皆様と

共に頑張り皆様の仲間作り協力をお願いいたします。 

またプロジェクト委員会の 35 周年記念誌つきましてはみ

なさまの良き記念となりますように配慮の程宜しくお願

いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

米山奨学生 ツォルモン アリウナーさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お誕生日おめでとうございます！ 

 

    冨田正行会員 

 

 

 

 
 
 

本多英司会員 

「人生の選択」についてお話しよう

と思います。 

みなさんは私より、もっとすごい選

択や修羅場を経験された方ばかりだ

と思うので、少々気恥ずかしいですが、

少しお時間をいただければ幸いです。 

人生は常に「選択の連続」です。 

日常でいえば、朝ご飯は何を食べようか。今日は何をしよ

うか。どこへ行こうか… 

人生の節目でいえば、高校･大学・就職先の選択などなど… 

私の人生においても、いろいろな選択を経て、今ここに

立っています。 

私にとって、人生最初の大きな選択は、24 歳の時、バブ

ルがまさにはじける時でした。当時私は三菱電機でインバ

ータやモーターの開発に携わっていました。その時大きな

人生の岐路に立つことになりました。 

それは、家業を継ぐために豊橋に戻るか、このまま三菱

電機に残るか、です。 

当時、30 数年前のわが社は、まだまだそれほど実績があ

るわけではなく、社員も数名で、売上規模も今の 10 分の

1 くらいのちっぽけな会社でした。かたや三菱電機は日本

を代表する世界的なメーカーです。 

それは死ぬほど悩みました。三菱電機にいればそこそこ

安泰だよな。でも、家族のことを考えると戻った方がいい

のかな。でも、リスクも大きいよな。どっちがいいのか？

これからの人生はどうなるんだろう？ 

どっちの答えが｢正解｣なのか？半年以上、ずっとずっと

悩みました。昨日は三菱、今日は家業。朝はどっちでお昼

はやっぱりこっち、でも夜はあっち。寝るときはこっち… 

言葉では言い表せないくらい、胃が痛くなって夜も眠れ

ないくらい悩みました。そうして悩んで考えた結果、出し

た答え、それは｢これ以上悩んでもどっちが正しいかなん

て答えは出ない｣です。私は、家業を継ごう！と決めました。 

第 34回(通算 1648回)例会報告 令和 6年 4月 5日(金) 春を感じる例会 
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米山奨学金贈呈 

誕生日祝い 

会員スピーチ 

「私が今まで育んできたこと」 

「私が現在育んでいること」 

「私がこれから育んでいきたいこと」 
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そうして決心し、家業をついで一所懸命がむしゃらにが

んばってきました。そのおかげで社業に励むことができ、

今こうして皆さんの前に立たせていただいております。 

そこでふと考えます。じゃあ、あの時の私の選択、家業

を選んだ選択は「正解」だったということでしょうか？ 

私が思うに、そうではないと思います。どちらも正しか

ったのだと思います。 

人生の岐路の選択に学校の試験のような「正解」はない。

自分で必死に考えて、たくさん悩んで、ほんとにたくさん

悩んで、最後に自分で決断する。その行為こそが正しいの

だと思います。そうして自分で決めた道を信じてがんばれ

ば、必ず道は開ける、と私は信じています。 

あの時家業を選んだ自分がここにいます。でももし、あ

の時三菱電機を選んでいたとしても、今と世界は違います

が、それを選んでがんばってきた自分が必ずそこにいたは

ずです。どちらも正しい選択だったと考えています。 

今日「育んできたこと」というテーマで、なぜ、この話

をしたかというと、この話は自分の子供達にはもちろん、

中学校に呼ばれた授業や、高校の PTA の講話などにおい

て、たくさんの子供たちにお話してきました。 

これからいっぱい岐路に立つであろう子供たちに、いっ

ぱい悩んで、いっぱい考えようと伝えてきました。 

最近は私の子供達も大人なり、自立し始めたのでそうい

う機会もめっきり減ってきましたが、子育て時代に伝えて

きたこと、それが私が大切に「育んできたこと」の一つだ

と思っています。 

ご清聴ありがとうございました。、 

 

 

 

 

鬼頭秀幸プログラム委員長 

春と言えば、花見と誰もが思うことで

すが、他にもいちご狩り、新茶の試飲

会、春野菜を使った、フードイベント

や、春の風景を楽しむ自然散策等も春

の訪れを感じることのできる行事で

す。そのような中で、今回、新茶の試飲会から連想される

日本の伝統芸能でもある茶道に焦点をあてました。茶道の

おもてなしの心は、ロータリーの奉仕の理念に通ずるもの

でもあります。そこで、今回は、茶道を極めている方を講

師として、お呼びし、お茶の世界の基本を学び、思わず、

抹茶が飲みたくなるような、例会といたします。講師プロ

フィールにつきましては、以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏千家      

教授 木下宗佳氏 

＊ 皆様こんにちは。裏千家茶道を学

んでおります木下宗佳と申します。本

日は、このような機会を与えて下さり

ありがとうございます。話すことに慣

れていませんので、大変お聞き苦しい

かと存じますが、私の抱いているお茶の心を、春を感じ

て頂きながらお伝えできたらと思います。 

＊ 少し前より、抹茶がブームであると聞きます。抹茶を

使ったスイーツなどが人気のようです。でも、抹茶はブ

ームでも、残念ながら茶道はブームではありません。皆

さん！茶道のイメージとはどんなものでしょうか？ 

日本の伝統文化の一つではありますが… 

「なんか堅苦しそう」「正座が大変そう」「よくわからな

い」…確かにそれも茶道の一面に違いありません。しか

し、千利休の時代から 500 年近く、連綿と続く茶道には

それなりの意味があると思います。「和敬清寂」や「わ

び・さび」「一期一会」などお茶の精神を表す言葉はたく

さんあります。それらの中でも、子供でも分かりやすく、

日常にも通じるものに「感謝」と「思いやり」の心があ

ります。 

たとえばお茶会に出掛けたとします。茶席で、何人か並

んで座り、順番にお茶が運ばれてきます。自分の前にお

茶が来た時、「さあ、いただきましょう」ではありません。

まず、茶席では、上座・・つまり、床の間に近い右隣の

方からお茶が運ばれますので、先に召し上がった右隣の

方に「もう一服いかがですか？」、次に、まだ、召し上が

っていない左隣の方に「お先にいかがですか？」とあい

さつします。そして、「もう一服いかがですか？」と聞か

れた方は、「えっ？うれしい！いいんですか？」ではな

く、「お先に頂だいしました。どうぞ、あなたがお召し上

がりください」の気持ちで、「どうぞ」と言います。「お

先にいかがですか？」と言われた方は、「それでは遠慮な

く先にいただきます。」ではなく、「順番にあなたからど

うぞ」の気持ちで、「どうぞ」と言います。 

この、一連の所作が、めんどくさいと感じるかもしれま

せんが、時間にすれば 20～30 秒もかかりません。この

短時間のことを繰り返す中で、まわりを気遣う思いやり

の心が身につくのではないかと思います。 

そのあと、茶碗を自分の正面に置き、「お点前ちょうだい

します」つまり「いただきます」と、一礼します。そし

て、茶碗を掌に乗せ、感謝の心で、軽く押し頂いてから、

茶碗の正面をよける為二度回します。茶碗の正面をよけ

るのは、謙虚な心で、遠慮するためです。一口ごとゆっ

くり味わいながら、いただきます。飲み終えましたら、

飲み口を指で拭い、茶碗の正面を、自分の方に戻してか

ら、茶碗全体を拝見します。そのあと、再び、茶碗の正

面を自分の反対側になるように回し、膝前に置き、取り

に来てくれた方に、ごちそうさまの心で、一礼します。 

＊ “日常生活での挨拶”大切だと思いますが、大人・子供

に拘わらず、どれくらいの人ができているでしょうか？ 

挨拶は、最初はただの型だけでもいいのです。「おはよう

ございます」「ありがとうございます」「失礼致します」

何回も何回も繰り返すうちに、そこに心がこもり、形に

なって伝わると思います。 

春を感じる例会 

～感謝と思いやりのお茶の心～ 
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＊ さて、茶室には季節があります。ささやかな茶道具で

はありますが、今回のテーマである「春を感じて」頂け

たらと思います。 

・ 「寄り付きの掛物」です。

画と文字があります。画は

蜆貝です。シジミは四季を

通して食卓に上がります

が、瀬田（琵琶湖）蜆だけ

は、春が旬で蜆の中でも最

高の味と言われています。

「身のほどを知るや浅瀬

の蜆貝」です。深いですね。

名古屋の後藤吸霞の筆で

す。 

 

 

 

 

 

・ 「香合」です。お香を入れる器

で、蝶の絵が描かれています。荘

子香合といい中国の故事「胡蝶

の夢」が元になっています。茶室

で香をたくのは、部屋の空気を

清める為です。染付、須田青華作

です。 

 

・ 「茶碗」です。枝垂

桜が描かれています。

京都の茜窯です。 

 

 

 

 

 

・ 「蓋置」です。釜の蓋

を置く道具です。雪洞の

形をしています。桜が描

かれています。加賀瑞山

の作です。 

 

 

 

 

・ 「棗」です。抹茶を入れる容器です。黒くてわかりに

くいですが、桜が浮き上がっています。夜桜棗と言いま

す。蓋の裏には、桜と花びらの蒔絵があります。木曽の

平沢塗です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「茶杓」です。抹茶をすくう竹の

さじです。削った人は臨済宗の禅

僧の立花大亀老師です。銘は「春

色」です。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「菓子」です。茶席の菓子は

五感で味わいます。目で見て、

かすかな香りを楽しんで、口

に入れた触感と味、そして耳

で味わうのは菓子の名前で

す。右上の菓子から時計回り

に「ひとひら」「花いかだ」「里

の春」「菜の花」です。小さな

お菓子ですが、イメージが広がっていきますね。皆さん、

お花見に行きたくなりませんか？それも夜桜を… 

 

＊ 茶室に趣向を凝らし、それを一つ一つ説明しなくても、

お客様に感じ取ってもらえた時こそ亭主冥利に尽きま

す。ここでの亭主とは、茶会の主催者のことです。客と

亭主の心が通い合った時、それを茶道では「一座建立」

と言います。 

この「一座建立」をもう少しお話しさせていただきます。 

茶道では正客という言い方があります。席に座るときに、

一番上座に座る人が正客です。これは、あくまでも茶席

という場における役割です。正客の役割は、客全体を代

表して、亭主の趣向を聞いて引き出すことです。たとえ、

その場の会話がはずんでいるように見えても、亭主と正

客の二人だけがわかる話題で盛り上がるばかりで、他の

客が付いていけないのを放っておくようでは、正客とし

ては如何なものかと思います。分からなさそうな客がい

たら、その方も一緒に楽しめるような配慮をしてこそ

「一座建立」が成り立つのです。 

会社の会議の場でイメージするとなお分かり易いかも

しれません。決定権のある上司（亭主）の意見だけが議

論の材料になるのでは新たなアイデアは生まれづらい

でしょう。参加者の中での最上位者が「正客」のように

振る舞い、委縮しがちな部下の提案をすくいあげてこそ

議論が活性化するのではないでしょうか。 

 

さてさて、まさに今春爛漫です。現実のお花見は、行きた

くても、時間が作れなく花の時に間に合わなかったりまま

ならないこともありますが、感性を磨くことにより、花を

見ずとも豊かな日々を送ることができるのではないかと

思います。 

 

以上、粗い話にお付き合い下さりありがとうございました。

それでは、今から、10 名様ではありますが、抹茶を味わっ

て頂きます。どうぞ、お菓子を先に召し上がり、後はご自

由にお楽しみください。今日のお菓子は金沢市にある「諸

江屋」の落雁「花うさぎ」です。 



 

 - 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蒲郡 RC 創立 70 周年記念式典  4 月 6 日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024－25 年度 地区研修・協議会  4 月 7 日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報  告 

★幹事報告  

・東三河分区親睦ゴルフ大会組み合わせのご案内、地

区大会実行委員会事務局閉鎖のお知らせ、豊橋 RAC

より 4 月第 2 例会のご案内が届いております。 

★他クラブの例会変更 
■4 月 17 日(水) 渥 美 RC ライラセミナー報告例会 
■4 月 22 日(月) 豊橋南 RC 豊橋東 RC 合同例会 
■4 月 23 日(火) 宝 飯 RC 職場見学例会 
■4 月 24 日(水)  豊橋東 RC 豊橋南 RC との合同例会 

★ニコボックス 

山本雅久・髙井龍雄：素敵なお茶会を鬼頭プログラム

委員長が企画してくれました。

木下様よろしくお願い。 

小久保拓吏：あおい保育園から小坂井中学までの大先輩

木下様本日の例会楽しみにしています。 

鈴木 愛：四つのテストを唱和させて頂き。 

冨田正行：お誕生日をお祝い頂き。 

本多英司：会員スピーチをさせて頂き。 

鬼頭秀幸：担当例会です。皆様、春を感じてね！ 

杉田和俊：4 月より新ホームページが運用開始となり

ました。スマホでご覧ください。 

牧 岳大：RYLA セミナーがんばってきました。若い子

たちにまいた種が花開くかは彼等彼女等しだ

いですが我々ができることは精一杯やってき

ました。 

冨田正行：4/15 まで松葉町喫茶フォルムで恒例の 2 年に

1 回の作品展を開催しております。お時間ござ

いましたらのぞいてみて下さい。 

保永真生：4/1 に初孫が生まれました(^^) かっこいいお

じいちゃんを目指してがんばります！！ 

鈴木雅人：ニコボックスを発表させて頂き。 

 

鈴木雅人ニコボックス委員 


